
平成 28 年熊本地震に関する Ｎ Ｉ Ｃ Ｔ
エヌ・アイ・シー・ティー

の取組 
 

総務省所管の国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）では、被災地における被害

状況等の把握等に資するための情報提供を行っています。 

（１）DISAANA
デ ィ サ ー ナ

 - 対災害 SNS情報分析システム 

熊本・大分地域における被害状況や不足物資等に関するツイッターの内容を分析する

ことができる DISAANA（対災害 SNS 情報分析システム）を無料公開しています。なお、

DISAANA が処理するツイートは、日本語ツイート全体の 10%程度です。また、検索結果

は機械的な処理によって抽出されたものであり、その内容の正確性や真実性を保証して

いるものではありません。 

http://disaana.jp 

（２）航空機搭載合成開口レーダ Pi-SAR2による観測 

熊本・大分地域における地表の変化状況（斜面の崩落等）の観測を実施致しました。

観測により得られた画像の一部は、観測中から被災地の画像の速報として関係機関に

送付しました。次のＮＩＣＴのＨＰにて、速報版のほか観測データ処理が終了したも

のから順次詳細画像を掲載しています。 

http://www.nict.go.jp/info/topics/2016/04/160417-2.html 

（３）VoiceTra
ボ イ ス ト ラ

 - 多言語音声翻訳アプリ 

被災地にいらっしゃる外国人の方との間のコミュニケーション手段として、多言語音

声翻訳アプリ“VoiceTra”（ボイストラ）の翻訳機能が無料でご利用可能です。VoiceTra

をご利用頂くためには、以下のウェブをご参照いただき、お手持ちのスマホにダウンロ

ード頂くことが必要です。 

http://voicetra.nict.go.jp/ 

（４）聴障者とのコミュニケーション支援アプリ「こえとら」 

NICT の研究開発成果である音声認識技術や音声合成技術を活用することにより、聴

障者の方々とのスムーズなコミュニケーションを支援するスマートフォンアプリです。

事前にインストールしておけば、インターネット環境がないところでも利用可能であり、

耳の不自由な被災者の方とのコミュニケーション手段として無料でご利用可能です。 

※「こえとら」は株式会社フィートが提供し、電気通信分野における障がい者支援を目的として、

株式会社 NTT ドコモ、KDDI株式会社、ソフトバンク株式会社、東日本電信電話株式会社、西日

本電信電話株式会社の協賛により、無償でサーバー側の運用保守が行われています。 

http://www.koetra.jp/index.html 
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（５）窓口での対応などで便利な聴障者とのコミュニケーション支援アプリ「SpeechCanvas」 

聴障者と健聴者との会話を、NICT の音声認識技術を使って強力にサポートする、無料

のタブレット端末用アプリです。話した言葉が次々と画面上で文字になり、画面を指でな

ぞれば絵や字がかけます。事前にインストールしておけばインターネットがつながらなく

ても音声認識してくれるので、ネットワーク環境が不安定な被災地等でも安心して利用可

能です。 

http://speechcanvas.nict.go.jp/ 

 

  

 

 連絡先 
 情報通信国際戦略局技術政策課 
  TEL : 03-5253-5728 

    FAX : 03-5253-5732 
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